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３．効果的・効率的な運営について
効果的・効率的な運営に向けた3つの取組み
①他機関との連携推進
②博物館全体の空間活用
③新たな収入の確保



運営体制
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意義

■ 狭山池の歴史を通じ過去の土木技術を伝える
・ 貴重な歴史遺産と土木技術、土地開発史として
歴史と文化の継承の意義を高め、保存技術を駆使し
後世に広く伝える。
⇒ ・ 先人たちが地域の安寧と発展に注いだ熱い思いの伝承
＜土木技術者へのメッセージ＞
＜狭山池の歴史の伝承＞
・ 土木事業やかんがい事業の意義の訴求
＜⼟⽊への府⺠理解の推進＞

⇒ 歴史的ダム保全事業により
土木主体の博物館を建設

堤体断面展示

重源狭山池改修碑（国重要文化財）

■ 狭山池の持つ多面的価値を活用する
・ 「まちのシンボル的資産」価値の創造（ブランディング）
（安藤建築、日本最古のダム式ため池）
＜地域価値の創造＞
・ 地域協働、郷土学習、狭山池散策、観察など多様な
目的を持つ主体が集う場の形成
＜⽂化、⼈の交流拠点創造＞

■ 狭山池築造で駆使された土木の歴史を踏まえ、
土木の価値・機能を発信する

・ 土木事業・技術の広報
・ 新たな土木技術の発信
・ 狭山池研究成果の発信
⇒ ＜将来を担う技術者の育成＞
・ 収集保存機能の強化、調査研究の推進
＜アーカイブス整備＞

「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ」
「ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ」

展示・情報発信 収集保存
調査研究

「アーカイブス」相互
連携

狭山池の歴史的価値・改修の歴史・「平成の大改修」の内容と意義を後世に伝える
土木の役割・意義の発信と将来に向けた展開・発展

現在の⽂化、⼈の交流の場として活⽤
まちのシンボル的資産となり、

まちの価値を高める

＜博物館建設成功の因＞
・ 狭山池が土木工事の歴史的遺産
・ 産・学・官の連携による建設
・ 地元からの期待と支援（地域の財産）
・ 国の理解と⽀援（土木事業への期待）
・ トップの歴史・文化的センス（土木博物館）
・ 時代背景（好景気・公共事業費の上昇）

土木の歴史的価値の継承

土木事業・土木技術の歴史
「知」の交流・発信拠点

地域魅⼒創造

新技術等のＰＲ

（小学生 校外学習風景）

堤体保存技術
歴史的・学術的価値

狭⼭池の良好な景観
狭山池の文化 安藤建築のブランド

（百舌鳥・古市古墳群）

水辺の賑わいづくり
パークマネジメント

史 跡 博 物 館

【土木主体の博物館としては日本で唯一】

資料の収集・保管・展示 、 史跡狭山池の調査・研究 、 成果のアーカイブ 、 経験「知」の蓄積

１．狭山池博物館の意義と目指すもの （ここにしか無い”土木”とまちのシンボル）
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防災教育
拠点

・ 防災インフラの価値発信
・ ⽣涯学習・学校教育⽀援（教育学習・流域住⺠）
＜防災教育拠点化＞

教育学習・一般参加

［古墳の
写真］



・ 地域魅⼒発信
・ 多様な利活⽤推進

狭⼭池との⼀体的魅⼒創造
（狭山池の価値を高める環境整備）

・ 文化遺産拠点
・ みどりの中心核
・ 憩い・交流・にぎわい創出拠点

【 コンセプト 】 いつも、来館者に新しい発⾒を！ 〜狭⼭池の昔・今・将来〜
< 多様な主体による新たな価値・人の創造発信拠点 >

２．狭山池博物館の取組みの方向性

ポテン
シャル

ターゲット

戦略

取組み
の

方向性

価値の理解度を⾼め、深める ⼟⽊の交流の場を作る まちのシンボル的資産として活用する。
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土木の歴史的価値の
継承

土木事業・土木技術の歴史
「知」の交流・発信拠点 地域魅⼒創造

土 木 ・ 歴 史 に 興 味 の あ る 人

郷 土 史 に 興 味 の あ る 人

大 阪 狭 山 市 ⺠

流 域 住 ⺠

土木 ・ 歴史の価値を学び発信する機関（ 産官学 ）

地域資産として狭山池と一体として活用する人・団体

長
期

中
期

短
期 ・ 展示改善・収蔵品活用

による魅⼒向上と発信強化

魅⼒的な展⽰充実
（デジタル技術導入等）

展示リニューアル

・ ⼟⽊の役割・魅⼒ＰＲ
・ 防災教育の拡充

交流拠点機能強化
(土木技術等アーカイブス整備
・教育研修メニュー等充実)

日本唯一の土木博物館
としてのプレゼンス確⽴

他機関連携、博物館全体活用により実現

新たな収入確保により実現

狭山池博物館の目指すべき姿の実現

H33



狭⼭池博物館の効果的・効率的な運営の実現のために、以下の３つの取組みを⾏い、
博物館の魅⼒を向上させ、来訪者を増やすことによって、さらに効果的・効率的な運営システム
を確⽴する。
① 他機関と連携した新たな企画による来訪者数の向上（効率的な博物館運営）
② 博物館全体の空間の多様な主体による利活⽤（施設の効果的活⽤）
③ 中⻑期の取組み実現に向けた新たな収⼊（⾃主財源）確保

３．効果的・効率的な運営について
効果的・効率的な運営に向けた３つの取組み

郷土史に
興味のある人

土木・歴史に
興味のある人

土木の歴史的価値の
継承

土木事業・土木技術の歴史
「知」の交流・発信拠点 地域魅⼒創造

展
示
改
善

他
機
関
と
の
連
携

収
蔵
品
活
用

土木・歴史の価値を学び
発信する機関（産官学）

流域住民

地域資産として
狭山池と一体として
活用する人・団体

大阪狭山市民

4

防
災
教
育
の
拡
充

土
木
の
役
割
・魅
力
Ｐ
Ｒ

地
域
魅
力
発
信

多
様
な
利
活
用
推
進



Ｄ

個⼈・市⺠

個人

① 他機関との連携推進
３．効果的・効率的な運営について
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連携相⼿（例）

建設関係業界団体

大阪建設業協会

建設関係業界団体
建設ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ協会
近畿支部

建設関係業界団体
大阪府
測量設計業協会

建築関係業界団体
大阪府建築士事
務所協会

大学

⼤阪府⽴⼤学

学会

土木学会

個⼈・市⺠

流域の市⺠

学会

日本建築学会

建設関係業界団体
日本ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄ
建設業協会関⻄⽀部

建設関係業界団体

⽇本橋梁建設協会

建築関係業界団体

日本建築協会

３者協働
運営委員会

学会

地盤工学会

建設関係業界団体
⾏基に学ぶ関⻄再
発⾒の会

大学

帝塚山学院大学

個⼈・市⺠

⼤阪狭⼭市⺠

官公庁

大和川河川事務所

官公庁

大阪管区気象台

博物館ポテンシャルを
高める機関と連携

建設関係業界団体

ダム関連の団体
建設関係業界団体

近畿建設協会

土木事業・技術

安藤建築

個⼈・市⺠

自主防災組織

⺠間

交通事業者

⺠間
⾏基ゆかりの施設
(寺院、土木遺構等)

⺠間

土木の歴史的価値
の継承

土木事業・
土木技術の歴史
「知」の交流拠点大阪府

【施設管理者】

地域魅⼒創造

狭⼭池まつり実⾏委員会
【多様な魅⼒を発信】

大阪狭山市
【施設管理者】支援

防災教育

教育機関

小中学校

学会
歴史系学会
・研究会

⺠間

開発事業者

〔参考-10〕

〔参考-1、2〕

博物館

博物館

官公庁
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多様な⽅式による連携（例）

狭山池博物館

「知」の発信
・ 連携相手（団体）
の協⼒を受けた、
事業や技術の発信

事業協⼒
・ 博物館主催事業への
後援、協⼒など

場の提供
・ 連携相手が主催する
研究会や講演会、
絵画展やパネル展の
会場としての利⽤

連携活動
・ 研修会（土木技術
者向け・一般向け）、
出前講座、意⾒
交換会などの開催

資料提供
・ 連携相手の持っている
資料の提供

広報協⼒
・ 学会誌等に博物館に関する
情報を掲載
・ 連携先施設との共同集客

建設技術展資料
の展示

ドローン空撮映像防災講座
⾏基ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ

水環境のパネル展
コンクール絵画展

他博物館との
連携ツアー

土木遺産展

① 他機関との連携推進
３．効果的・効率的な運営について

様々な形式で連携を⾏う
（可能な機関とは組織間の
包括協定締結を目指す）

［防災講座の開催状況写真］

［技術紹介のパネル
展示状況写真］

［絵画展の開催状況写真］ ［展示会を
紹介する
新聞記事］



ポテンシャル

土木の歴史的価値の継承 土木事業・土木技術の歴史
「知」の交流・発信拠点 地域魅⼒創造

短期的
取組み

○ 展示改善・収蔵品活用
による魅⼒向上と発信強化

・幅広い層が理解しやすい展⽰内容への改良
・展示、案内の多言語対応
・⾒て、触れてわかる展⽰の作成
・どぼくランドの情報充実、⾒せ⽅改良
・ホームページの発信強化
（展示物解説、収蔵品一覧の掲載等）
・連携機関による博物館活用の推進

○ ⼟⽊の役割・魅⼒ＰＲ
○ 防災教育の拡充
・建設技術展 (模型、VR等)
・⼟⽊事業の意義と魅⼒や最新技術を
伝える企画展、講演会の開催
・ ため池・ダムに関する情報の収集・発信
（情報量日本一の博物館）
・高校・大学の研究発表やワークショップ
の開催
・子供向け土木体験イベント実施
（測量体験、構造物組⽴体験等）

○ 地域魅⼒発信
○ 多様な利活⽤推進
・狭山池まつりをはじめとするにぎわいづくり
・ＳＮＳを活用した情報発信
・⺠間と協⼒したハイキングコース設定と
広報紙によるＰＲ
・安藤建築の魅⼒を活⽤した⾒学会や
建築イベントの開催
・博物館・狭山池オリジナルグッズ開発
・⾏基ゆかりのネットワークを⽤いた魅⼒発信・
イベント開催
・インフラツーリズム誘致
・狭山池から博物館へ誘導する仕掛けづくり
（統一したデザインの案内板設置）
・歩⾏者ネットワーク形成、狭⼭池と⻄除川
緑道のアンダーパスによる接続

中期的
取組み

○ 魅⼒的な展⽰充実
（デジタル技術導入等）
・展示のデジタル化
（デジタルサイネージ、ＶＲなどの導入）
・展示と現物(狭山池)の一体化
（狭⼭池現地の説明板改良等）

○ 調査・研究の拠点機能強化
（土木技術等アーカイブス整備

・教育研修等メニュー充実）
・常設の防災学習拠点施設の設置

・資料・情報等のデジタルアーカイブス作成
・残存する池守田中家文書の解読・発信

○ 狭⼭池との⼀体的魅⼒創造
（狭山池の価値を高める環境整備）
・歴史資産の活用
・狭⼭池に集える⽔と緑の歩⾏空間ネットワーク
づくり
・パークマネジメント(狭山池公園)との相乗
効果発現（地域活動や⽇常利⽤の場の創出）
・⺠間による狭⼭池公園・狭⼭池博物館の
運営サポート

⻑期的
取組み

○ 常設展示の全面的リニューアル ○ 日本で唯一の土木主体博物館として
のプレゼンス確⽴

○ 狭山池を核としたまちづくり
・ 歴史資産の発信拠点形成
・ みどりの中心核としての賑わいづくり
・ 水と緑のアメニティ軸整備

7

施策展開（例）

・防災情報を発信するための展示改良
・小中学生の課外授業受入拡充

防災



３．効果的・効率的な運営について
② 博物館全体の空間の活用

8

○ 博物館全体の空間を効果的に活用
・ 使用許可範囲の拡大

○ 狭山池との結びつき強化
・ 狭山池から博物館へ誘導する仕掛けづくり
（サインボード、案内表示板設置、歩⾏者ネットワークなど）

・狭⼭池からの動線改良
=池利⽤者の誘致のための
施設設置の検討

・狭山池の現物の活用
＝説明板の改良。
文字のみの説明板→改修前
の狭⼭池の様⼦を⾒ることが
できるAR説明アプリの開発。

現状

・フリーマーケットや
マルシェ等の会場
として利⽤

・常設展示のリニューアル

・ミニ講演会スペース創出

・ホールの活用

・小規模空間活用

・小規模空間活用

：現在の使用許可範囲

〔参考-3〕

［パーソナルモビリティ イメージ写真］

・狭山池を活用したインフラツーリズム
=関連施設との連携ツアー開発。
池周遊路を散策するための
パーソナルモビリティの貸出。など

・体験型土木学習の
実施スペースとして利⽤

・どぼくランドの改善

［フリーマーケット
開催状況写真］

［アーチ橋づくり体験
イベント状況写真］

［施設イメージ写真］

［ＡＲ説明アプリ イメージ写真］

［デジタルサイネージ
イメージ写真］



⇒ 計画的な維持管理費の確保
9

○ 基盤となる運営費 ＝ 人件費 ／ 光熱水費 ／ 通信費等 ／ 施設管理費 ／ 施設補修費 ／ 特別展・企画展等の製作費

交流拠点コーナー

○ 魅⼒を⾼めるための運営費

堤体保存技術
歴史的・学術的価値

狭⼭池の良好な景観
狭山池の文化 安藤建築のブランド

（百舌鳥・古市古墳群）

水辺の賑わいづくり
パークマネジメント

史 跡 博 物 館

魅⼒的な展⽰充実 交流拠点機能強化 狭⼭池との⼀体的魅⼒創造

土木の歴史的価値
の継承 地域魅⼒創造土木事業・土木技術の歴史

「知」の交流・発信拠点

⇒ 新たな収入の確保 （案）
◆ 使⽤料設定範囲・単価の⾒直し
・ 全空間使⽤料設定
・ ⽬的別の弾⼒的使⽤料設定

◆ 駐⾞場の有料化
◆ 特別展等の有料化
◆ グッズ販売 等

◆ 外部資⾦の導入
・ 助成⾦
・ 補助⾦

◆ 博物館応援団づくり 等

③ 新たな収入確保
３．効果的・効率的な運営について

〔参考-4〜9〕

デジタルサイネージ

VR体験

［デジタルサイネージ イメージ写真］

［ＶＲ体験イメージ写真］

［古墳の
写真］



Plan（計画）
運営方針の確定

Do（実施）
運営方針に基づく

取組みの実施

Check（点検）
評価

Action（改善）
評価結果を

運営方針に反映
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狭山池博物館の重点取組（例）
① 土木の歴史的価値の継承
② 土木事業・土木技術の歴史、「知」の交流・発信拠点
③ 地域魅⼒創造

評価指標（例）

（三者協働運営委員会）

自己評価（三者協働運営委員会）
外部評価（狭山池博物館運営審議会）

【現⾏指標】

基礎指標

・利⽤者数
・施設稼働率
・⾏政コスト
・利⽤者満⾜度

【新規】取組み別指標（例）

・寄贈資料受⼊数
・館蔵資料貸出(閲覧)数
・研究・調査実績
・ＨＰアクセス数

①土木の歴史的価値
の継承

②土木事業・土木技術の歴史
「知」の交流・発信拠点

③地域魅⼒創造

・連携事業件数
・土木関係者の来館者数
・小中学生来館者数
・講座開設数

・狭山池関連活動団体数
・メディア掲載実績
・「⼤阪狭⼭市駅」乗降客数
・空間快適性への満⾜度

○ 取組みに合わせた目標設定

（評価指標については年度ごとに⾒直し）

○ 持続可能な運営改善に向けたPDCAサイクルの確⽴

４．付記事項

など など など


